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＜事例検討＞

○大久保　康弘様（53）デイナイトケア利用年：1年10ヶ月

　検討内容：治療計画見直し

　現在の治療計画：① 服薬自己管理・金銭管理が維持出来るように確認し、アドバイスしていく。

② 自ら相談出来ない為、スタッフから話し掛けを行い、現状確認していく。

　最近の様子　　：・服薬は忘薬なく出来ている。

　　　　　　　　　・金銭管理について確認すると「衝動買いはしていない。通院費にお金がかかり、欲しい物を買えない」と話す。

　　　　　　　　　・自分から特定スタッフに相談出来ている。

　　　　　　　　　・夜間、お腹が空き夜食を摂取する事多い。

　　　　　　　　　・10月に比べ、11月は体重が３ｋｇ増加している。（体重68.6kg、BMI23.1）

　　　　　　　　　・体重計に乗るのが怖くて、自分では体重を量っていないとのこと。

　　　　　　　　　・夜間、お腹が空く事を担当医へ相談すると、担当医よりリスパダールは副作用で空腹感がある場合がある為、薬を変えていくと説明受けたとのこと。

　　　　　　　　　・「これ以上、体重を増加出来ないとわかっているが、夜食は止められない」と話す。

　　　　　　　　　・徐々に夜食の回数は減少してきている。

　今後の治療計画：①について忘薬にて再入院の経過があったり、今後も衝動買いをする可能性がある為、継続していく。

　　　　　　　　　②は、出来ている為、「体重増加を防ぐ為、夜食の見直しを行い、指導していく」に変更。

＜連絡事項＞

· 12/24（木）の作業療法の時間に飾り付けを実施予定。

· 12/24（木）15：00より立入検査の話し合いあり。

· 12/24（木）藤村翔様見学予定。

· 12/25（金）青仁会忘年会あり。

· 12/30（水）納会あり。日勤者は参加すること。

＜利用者様情報＞

· 横町　　浩　様～昨日、行事準備で本人の計画が不十分な点があり、スタッフや他メンバーが指摘

すると「もう首にしたんだから黙ってろ。ちゃんとやるから大丈夫だよ。」と暴言聞かれ、他者の意見を全く聞き入れることが出来なくなっている。当日の準備を事前に行いたい事を伝えるが、行事当日で充分だと話し打合せを拒否している。当日の協力者へ一方的に準備する物を伝えているが、相手がプログラム中であっても関係なく話し掛けている事あり。

· 田向　玲美　様～大久保律子様が無視をするからデイケアを辞めたいと話される。スタッフより本

人のデイケア利用目的について確認し、友人に無視をされるからという理由でデイケアを辞める事はないことを説明すると納得されている。

今日が返却日の図書館の本を夜間探したが、探せず睡眠不足とのこと。また、２日間飲酒したことと睡眠不足が合わさり、具合が悪くなったと訴えられ、定時より早く帰宅したいと希望あり、帰宅されている。

· 細越　定生　様～12/24は父様の命日の為、12/25は行事拒否の為デイケアを欠席すると話す。

· 高橋　百壽　様～現在、大腸過敏症の為、粥・刻み食を摂取しているが、本日、青明舎行事のもち

つきに参加され、１２枚のもちを摂取している。雑煮等の野菜も常食のままで

摂取されている為、キザミ食ではなくても大丈夫か確認すると「大丈夫。２～３日様子をみてお腹が痛くなかったら今後、常食で良いかもしれません」と話される。

· 島浦　美千男様～12/19～12/21まで外泊され、体重５ｋｇ増量している。本日、青明舎行事のも

ちつきに参加される為、摂取量を制限していく。

＜外来利用者様情報＞

· 村上　元道　様～「疲れ気味だが、それなりにやっている。」と話す。ケア会議を行った報告をさ

れ、年明けから職親利用すると話される。12/31～1/3外泊するとのこと。

· 川口　八寿子様～昨日、下剤処方してもらうのを忘れたとのことで受診されている。シンラック処

方あり。

· 駒木　学　　様～頭痛あり、幻聴は夕方からあるとのこと。思考電波が気になると話す。リスパダ

ールコンスタ50㎎１Ａ施行。

· 番沢　政勝　様～担当医より困っている事はないかという質問に「困っている事は沢山あるが、寒

くないようにする」と答えている。

· 東海林　康之様～12/31～1/3外泊するとのこと。担当医より飲酒しないよう説明受けている。

· 中村　鶴子　様～1/8採血予定。

· 川口　尚良　様～先週ＡＡに参加しようと思ったが、立ちくらみがあり参加しなかったと話す。２

週間分処方あり。

· 巴　勇樹　　様～噴出し笑いみられている。

· 本多　富美　様～本日、デイケアを休む。最近、外出していないが、家の手伝いは行っている。風

邪気味とのことで、ＰＬ５日分処方あり。

· 板橋　利美　様～青山荘の忘年会が無事終了した事を報告している。来年はグループホームに行き

たいと話す。

· 大久保　康弘様～幻聴は、時折膜がかかったような感じであるが、跳ね返していると話す。
· 高柳　和子　様～青山荘の忘年会が楽しかったと話す。時折、気分の落ち込みあるとのこと。
勉強会資料

勉強会内容：嗜好とは

嗜好（品）が癖になると→嗜癖　　
本来はストレス解消策だが・・・。ストレスの大きさによって派手になり・・・→依存症になる。
依存症の対象はお酒だけではありません！（薬物・ギャンブル
仕事・恋愛など・・・。最近はパソコンや携帯（メール）も依存の対象に。）

アルコール依存症って？
アルコール依存症として第一次的に慢性の
病気であり、遺伝的・心理社会的・環境的
要因がその進行と現れ方に影響を与える。
病気はしばしば進行性で致死的である。

わかりやすく言うと・・・。
・誰でもかかる病気・飲酒のコントロールを失う病気・「否認」を伴う病気・進行性で死に至る病気
・治癒（完治）はないが回復する。→「たくあんは大根に戻らない。」
・家族を巻き込む病気・回復には助けが必要・一生付き合っていく病気

看護が出来る事
治療者の役目とは・・・
「道案内」です
○飲酒を続ければどうなるか
○断酒をすればどのようにして 回復するか　
 を伝えるだけで良いんです｡（たったこれだけ！？）
⇒それをどう受け止めて今後の生活を送るかは本人次第です。（治療者でも家族でもありません。）
こんな風に考えた事はありませんか？
〇「何でこの人はこうなんだろう･･･。」

〇「本当に断酒する気があるのかな？」

〇「あの人と関わるのは疲れる。」

〇「何とか私（達）が断酒させないと･･･。」等
当事者の方は。
〇感情に訴えるのが上手です。
〇現実に直面し、不安や焦りを感じると様々な方法で 我々に訴えてきます。（泣いたり、怒ったり、不満を言って困らせたり･･･）
先程のように感じたら
⇒巻き込まれている可能性があります。

これでは疲れてしまうので・・・。
皆さんにお願い。
あんまり頑張らないで下さい！

できたことも、できなかったことも・・・
「まぁ、いいかぁ。」　　　　

『アディクション（嗜癖）』

アディクションという言葉は聞きなれない言葉ですが、わかりやすい言葉で表すと“の
めりこむ”“はまる”ということです。もともとは習慣的であった行動が、自分の意志で
コントロールできなくなる、ブレーキが利かなくなるという状態をさします。
　例をあげると、最近はインターネットの普及でＰＣの前から離れられない、睡眠時間を
削ってまでのめりこんでしまい体調を崩し、学校や会社に行けなくなってしまい、引きこ
もりや退職に至るケースがあります。また、バーチャルリアリティの世界から抜けられな
くなったり、ネット上での人とのつながりから抜けられなくなったりするケースもありま
す。
　このように「害があるのにやめられない」「（良くないことと）わかっているのにやめ
られない」といった、多くは不健康な習慣へののめりこみをアディクション（嗜癖）とい
います。

アディクションの種類

1 物質アディクション


　気分を変えてくれる物質へののめりこみです。お酒やタバコ、薬物を摂ることによ
　って気分を変えたり、過食も“やけ食い”という言葉があるように食べ物が気分を
　変える物質となります。

お酒（アルコール）　タバコ（ニコチン）　薬物　処方薬　食べ物　

2 プロセスアディクション

ギャンブル、仕事、ショッピング、スポーツ観戦など高揚感を与えてくれる一連の
行動へののめりこみです。ギャンブルで大当たりしたとき、仕事に打ち込み成功し
　たとき、高級ブランド品を次々と購入しているときの周囲の羨望のまなざしや、賞
　賛と達成感などです。これらの高揚感は薬物など比較にならないくらい自分を変え
　る効果があるという人もいます。

ギャンブル　仕事　ショッピング　借金　リストカッティング　暴力　
盗み　スポーツ観戦　インターネット　電話　テレビゲーム　ストーキング
強迫的なダイエット　掃除　嘘　運動

3 人間関係アディクション
　人間関係ののめりこみをいいます。互いに傷つけあいながらも離れられなかったり
　、相手を自分の思い通りに行動させようと必死になったり、自分を犠牲にして誰か
　のために奔走したりするなどです。例えば、配偶者への度を越した世話やきや行動
　の束縛、子供へのしがみつき、憧れの人へのしがみつきなどがあります。場合によ
　っては配偶者や子供への暴力や虐待につながることもあります。

人間関係ののめりこみをいいます。互いに傷つけあいながらも離れられなかったり
　　、相手を自分の思い通りに行動させようと必死になったり、自分を犠牲にして誰か
　　のために奔走したりするなどです。例えば、配偶者への度を越した世話やきや行動
　　の束縛、子供へのしがみつき、憧れの人へのしがみつきなどがあります。場合によ
　　っては配偶者や子供への暴力や虐待につながることもあります。

アディクションの背景
害のあるものにのめりこんだり、害のある行動を繰り返してしまう背景には、自分で
自分を癒そうとする「自己治療」があります。酔いの世界にひたることによって、人
は自分が抱えているつらさから逃れ、心の痛みを麻痺させることができます。何かに
夢中になることで空しさや孤独を埋めることもできます。次第にこの「自己治療」に
はまっていき、コントロールがきかなくなります。一つのアディクションから別のア
ディクションへと移ったり、同時に二つ以上のアディクションを抱えてしまうことも
あります。

アディクションの特徴
①インスタントな高揚を求める
②対象にのめりこむことで気分が大きく変化する
③習慣化し、固定化していく
④徐々にエスカレートして進行し、放っておけば崩壊に至る
⑤意志のコントロールが利かない
⑥それなしでは自分が保てないように感じる
⑦不利な結果が出ていても、やめられない
⑧どんな犠牲を払っても、続けようとする
⑨自分の問題を否認する
⑩家族などの周囲の人が、その問題に振り回されて、困ったり悩んだりすることが多
　い
⑪何とか問題を解決しようとする周囲の努力が逆効果になることが多く、更にアディ
　クションを進行させる悪循環が生じる

アディクションの治療

アディクションは、自分の意志でコントロールがつかない状態ですから、自分の力だ
けでは問題解決は難しいです。しかし、専門の治療・援助や仲間の力を借りて治すこ
とは出来ます。

①専門の治療：心療内科・精神科などの医療機関に通院や入院することで、診断・治
　療が出来ます。医療機関によっては専門の相談窓口を設けているところがあります
　。他には、臨床心理士などがカウンセリングを提供しているカウンセリングルーム
　などがあります。 
②自助グループ：同じ悩みや問題を抱えた仲間同士で支えあいながら回復を進めてい
　きます。「悩んでいたのは私一人ではないんだ」という気づきや、仲間の体験など
　からヒントを得られたり、共感や支えを得られたりすることは、アディクションを
　乗り越える大きな力になります。
③精神保健福祉センター：各都道府県と政令指定都市に置かれている公的機関で、心
　の健康に関する知識の普及・調査研究・相談・地域支援のほか、保健所などの行政
　機関に対して指導・研修を行っています。ほとんどが電話や面接相談を実施してお
　り、家族や当事者を対象にしたグループカウンセリングを行っているところもあり
　ます。最寄りの保健所や保健センターでも心の問題について援助を行っています。 
④その他：電話相談・インターネット・リハビリ施設・更生施設・救護施設・シェル
　ターなど

















